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令和元年度在京きたしおばら会定期総会  
  

 在京きたしおばら会の令和元年度定期

総会は５月１９日、東京都千代田区の日

本教育会館内「喜山倶楽部」で開かれ、規

約の改正案など５議案を原案通り可決し

ました。 

 会員１７名が出席し、佐藤渉会長のあ

いさつに続いて議事に入りました。 

 議事は、岡安治男副会長が議長を務め

て進行し、昨年度の事業報告と決算、本年

度の事業計画と予算、規約の改正の全５

議案を審議しました。 

 出席者からは、規約の改正についての質問や若い会員が入会するような取組みを行ったほうがよ

いのではないかといった意見が出され、活発な議論が行われました。 

規約の改正について 

 本年度総会において、規約の改正が行われました。主な内容は以下のとおりです。 

①年会費未納者の退会について 

  規約第９条第３項に「年会費を連続３回未納の会員は退会したものとみなす」を追加しました。年会費

を３年連続で納めないと、退会扱いとなります。なお、この規約の改正は、施行当初（平成２８年１月１

日）に遡って適用されますので、ご注意ください。 

②役員に幹事長を追加 

  規約第１０条 ３）に幹事長を追加しました。幹事長は、在京きたしおばら会の事業を円滑に行うため、

行事等の統括を行います。初代幹事長には、佐藤会長の推薦により、これまで実行委員を務めていただい

た佐藤広義さんが委嘱されました。なお、規約第１１条、１２条、１５条についても幹事長の文言が加わ

ります。 

村を語らい親睦深める～懇親会～  

 

総会に続いて開かれた懇親会には、会員や来賓ら２９名

が出席しました。 

 佐藤会長のあいさつに続き、小椋敏一村長、小椋眞村議

会議長、伊藤直樹福島県東京事務所長が来賓祝辞を述べま

した。 

 小椋厚副会長の乾杯の発声で始まった祝宴では、村の特

産品が当たる抽選会や出席者全員による「ふるさと」の合

唱などを行い、出席者が楽しいひとときを過ごしました。 

在京きたしおばら会だより 
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①お花見会 
 ３月３０日に墨田公園（墨田区）で開催し、会員９名が参加しました。 

 少し肌寒い気候でしたが、雨に降られることもなく、満開の桜を楽しむことがで 

きました。 

 花見後は、小椋哲雄実行委員の営む居酒屋「奥のほそみち」（江東区）へ移動し、 

二次会を行いました。 

 

②北塩原村観光物産展 
 北塩原村初夏の観光物産展は６月３、４の両日、杉並区役所で行わ 

れ、村の旬の食材を求めて大勢の人が訪れました。 

 在京きたしおばら会も役員を中心に物産展をお手伝いし、新鮮な野 

菜などをＰＲしました。 

 観光物産展は９月５、６の両日（10時～15時）も、杉並区役所西棟 

玄関前で行われます。秋の物産展は、野菜や加工品 

などを販売するほか、アンケート回答者には各日先 

着 50 名にとうもろこしをプレゼントします。是非、 

お越しください。 

 

③裏磐梯火の山まつりで花火提供 
 第４９回裏磐梯火の山まつりは７月２１日、桧原湖畔で開催されました。 

 メーンイベントの湖上花火大会では、在京きたしおばら会が提供したメッセージ花火 

も打ち上げられ、来場者を魅了しました。 

北塩原村フェイスブック（facebook）運用中  

 北塩原村の公式フェイスブック（facebook）をご存知ですか？ 
 村のイベントや観光情報、季節の便りなどを随時発信しています。 
 フェイスブックをご利用の方は是非、北塩原村役場で検索し、「いいね！」              
をお願いします。                                
                                             QR ｺｰﾄﾞ 
 
 
 
 会員紹介の第３回目は佐藤広義幹事長、鈴木幹男実行委員です。 
【①氏名②現住所③出身地④卒業年度及び卒業中学⑤村への思い(希望、期待)⑥他の会員へ一言】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①佐藤 広義 

（さとう ひろよし） 

②東京都江戸川区 

③蛇平 

④昭和４５年度 

 裏磐梯中学校卒 

⑤東日本大震災の影響が未だ残っていると思

いますが、村の財産(自然、歴史、農業)を活

かし住み良い故郷にして欲しいと願います。 

⑥在京きたしおばら会の今後の発展の為に、

会員を増やしていきましょう。 

 

 

①鈴木 幹男 

（すずき みきお） 

②埼玉県所沢市 

③大久保 

④昭和４８年度 

 大塩中学校卒 

⑤北塩原村の特性等から近隣市町村と合併せ

ず頑張っておられる。今後は人口減少等へど

う対応するか、皆で考えていきましょう。 

⑥帰省だけではなく、在京会という客観的立

場から北塩原村を考えていきましょう。 


